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ションを情報収集に訪れる。本当に明日、列車が午後の

二便しかないならばバスによる移動がましかもしれない。 

相変わらずキリル文字問題で時刻表が読めずに困

惑する。突然声をかけてきたのはオランダ人で、後で

判ったことだが、この街にペンションを所有しているらし

い。彼の助けで、カザンラクへ行くにはガブロヴォで乗り

換えることと、ガブロヴォ行きの時刻表も判った。半時間

に１本程度の便があるものの、乗り継ぎがどうなるかまで

の情報は得られない。 

それ以上行くべき場所も思いつかず、寒さも身に染

みてきたので宿へ帰る。多分、長期間利用者もないまま

冷え切っていた部屋が、昨日からスイッチを入れっぱな

しで暖房を続けたせいか、ようやく室温が２０℃に達して

いた。 

 

９．カザンラク(Казанлък) 
バスの乗り継ぎ 

１４日の朝食時、カフェに地元の常連らしい連中が 

１５、６人たむろしていた、オヤジ達がほとんどだが、オ

バサンも二人ほど。彼等は食事ではなく、コーヒーを飲

みながら、新聞を読んだり談笑したりで、ほとんどがタバ

コを吸う。部屋の広さは２０坪ぐらいあるのが救いで、な

るべく離れたテーブルを利用した。 

ちなみにカフェの往来に面した入り口にはわざわざ

喫煙可のマークが貼り付けてある。こんなマークなしでも

ところ構わずタバコを吸う連中がやたら多いのに、どんな意味があるのだろうか。まさか、

「非喫煙者は入るな。」とも思えないけれど。 

朝食はパンケーキとフェタが１枚。連泊者に対して変化を付けてくれたのか、良く判ら

なかったが、ともかく焼きたての熱々は美味かった。 

 

この日はカザンラク（トリャヴナの南方約３０キロ）へ移動する予定だ。バスで移動する

つもりだが、昨日の情報では不足なので、９時を廻ったところで観光案内所を訪ねた。二

人いたオバサンはどちらも流暢な英語を話し、親切だった。 

一応、鉄道から訊いてみる。PCの前に座っていたオバサンがすぐブルガリア国鉄のホーム

ページにアクセスし、一枚印刷するとキリル文字で印字されているものに必要な箇所を手書きしな

がら説明してくれる。やはり午前中に三便あり、９時半発はほぼ理想的な出発・到着時刻であった

バスステーションのそばで会ったワンコ。野良らしいが気立ての

良い子だった。 

朝食のパンケーキ。焼きたてが美味かった。 

喫煙マーク。 
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ものの、既に手遅れだった。午後の便は鉄道駅で教えられた

通りだ。 

本命視していたバス便に関しては、「今から利用できる昼前

の便」ということで、鉄道時刻を印刷した紙に手書きしてくれる。

トリャヴナ発１１時に乗れば、半時間程度でガブロヴォに着き、

１１時５０分にカザンラク行きが発車するらしい。 

礼を云って案内所を出る。たとえ私程度のカタコト英語で

も、相手がそれなりに理解してくれる有り難さを改めてしみじ

み思う。宿へ帰ってタイミングを計りチェックアウトした。フロントのオバサンはこの日も英語を解

さない人だが、チェックアウトのようにストーリーがはっきりしていれば、これは問題なく進行する。

二泊で６２Lv(３,４０５円)は、部屋の快適さなど

からすると、コストパフォーマンスの良い宿だと

いえる。 

バスステーションには１０時半に着き、切符売

り場で３Lv(１６５円)の切符を買い発車を待つ。 

１１時に乗車できたが、発車は５分遅れだ。乗り

継ぎにそれほど時間的余裕がないので気分的

に焦る。結局ガブロヴォのバスステーションに着

いたときは１０分遅れていた。 

すぐ乗り換えたかったが、トイレ行きを優先

する。カザンラクまでの乗車時間や途中休憩に

関する情報が皆無だったから、トイレのために

途中下車するようなことは避けたかった。此処

ならば乗り遅れても次のバス利用やタクシー、

最悪一泊などの選択肢が豊富だが、辺鄙なと

ころで途中下車したらば、思わぬ苦労をするか

もしれない。 

しかしトイレ利用程度のことでも異国では苦労

する。トリャヴナから来たバスの運転手に訊き、大

体の位置を把握してそちらへむかう。階段の前

に椅子、テーブルを置いて坐っているオバサン

が 係 り ら し い と 目 星 を 付 け 、 小 銭 で 料 金 

（０.８Lv(４４円)）を払い場所を訊くと、英語は通じ

ないが地下を指差した。 

ガブロヴォ行きマイクロバス。フロントグラス内側にトリャヴナ

（Трявна）、ガブロヴォ（Габрово）の紙が置かれている。 

トリャヴナのバスステーションにあった、飲み物の自動販売機。ブルガリア

の自動販売機は日本ほど多くはないが、ヨーロッパとしては多い方だろ

う。この機械はカップに飲み物を注いで売るタイプ。右列一番下が

０.２Lv(１１円)で、キリル文字 чаша  をグーグル翻訳したところ、カップと

なった。するとまずカップを買わなければならないのか？持参のカップを

使ったり、二杯目以降同じカップを使えば、経済的で省資源といえる。高い

メニューはкапучино （カプチーノ）で０.５Lv(２７円)だった。安価だがイン

スタントコーヒーらしい。 

 



－90－ 

トイレは見付かったが男女の違いが判

らず、人の出入りがあるまでしばらく待って

ようやく用が足せる。小走りで階上の切符

売り場に急いだ。しかし５人ほどの列がで

きている。日本ならば、「時間がないので

ちょっと失礼。」でバス乗り場を訊くようなこ

ともできるが、今は無理だ。ジリジリしなが

ら順番を待ち、窓口に Kazanlak と書い

て置いた紙を差し出す。 

中にいたオバサンは切符を売らずに、紙に 2 と書いて正

面を指して、「急げ！」みたいな身振りをする。ともかく頑張る

しかない。指示された方角に急ぎ、大型バスがドアを開けて停

車しているのが見えた。駆け付けて運転手に先ほどの紙を見

せる。１１時５０分はバスの到着時刻で、発車は１２時だったた

め、どうやら辛うじて間に合ったらしい。カザンラクまでの料金

は６Lv(３３０円)だった。なぜか３Lvの切符二枚をくれる。車内

は８割方の乗車率だ。空席を探して、結局最後尾になった。

坐るのと発車が同時だ。ようやくほっと一息つく。 

ガブロヴォの市街地を抜けると渓流に沿った道は山間へと

分け入ってゆく。いくつかの聚落を通過し、走り始めてから 

１０分ちょっとで渓流とも別れると葛籠折れの道を上り始めた。

高度がぐんぐん上がるのは感覚的に、そして持参している

GPSの数値でも確認できる。標高８００メートルを越えると、路

肩や林内に残る雪が散見される。 

標高が１,０００メートルに近付くと樹々が白く覆われ始めた。霧

氷だろう。上り坂と急カーブでスピードが落ちているが、それでも

路線バスの車窓から撮影するのはやりに

くい。しかし撮影コストがただに等しいの

で、ひたすらシャッターを切り続けた。 

席が最後尾で、これを一人で独占

できたのも幸運だった。景色や地形に

応じて、右側、左側と頻繁に位置を替

えながら撮影を続ける。間もなく上り坂

は終わり、平坦な道路脇にモニュメント

が見える。後で判ったことだが、これが

シプカ峠だった。 

ガブロヴォから乗った大型バス。 

シプカ峠手前の霧氷。 

シプカ峠 

シプカ峠は、ブルガリア北部でドナウ川に面するルー

セから、スタラ・ザゴラへ、さらにトルコのエディルネへと至

る街道のバルカン山脈を横断する部分にある。 

１８７７年に始まった露土戦争で、ロシアはトルコに弾

圧されたブルガリアの開放を標榜しつつも、地中海進出

の野望を抱いてオスマントルコに宣戦布告した。シプカ

峠は交通の要衝であり、このような戦略的状況下で、ロシ

アとしてはなんとしても突破しなければならない地点と

なった。 

７月にロシア軍と共に、シプカやガブロヴォのブルガリ

ア人からなる義勇軍が峠を一旦攻略した。しかし８月から

９月にかけて、トルコ軍の猛反撃が行われる。ロシアもこれ

に対して急遽援軍を派遣した。 

この攻防戦で義勇軍が守備した聖ニコライ山を弱点と

みなしたトルコ軍は集中的に猛攻撃を加える。しかしこれ

は大きな誤りで、最終的に生き残った２０人のブルガリア

人が、３,０００人のトルコ軍に屈せず守りきったという。 

此処に駆け付けた援軍の司令官ラデッキーは、一頭

の馬に武器と二人の兵士乗せるという、常軌を逸した緊

急措置で峠への支援を成功させた。 

ブルガリア人にとってこの戦記は彼等の血液を沸き立

たせるようなものらしい。 
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峠を過ぎると間もなく霧氷は消え、

青空が垣間見える。葛籠折れを何

回か繰り返すと、眼下遙かにバラの

谷が遠望される。中央山地とバルカ

ン山脈に挟まれた平地は気候がダ

マスクローズの栽培に適し、オスマ

ントルコ支配下の１７世紀に導入さ

れると次第に栽培面積が拡がった。

現在ブルガリアがロースオイルの生

産量では世界一となっている。 

トラキア平原全般でバラの栽培が盛んだが、その中でもクリ

スウラからカザンラク近辺がバラの谷と呼ばれているそうだ。 

 

カザンラクの宿探し 

峠から４０分弱でカザンラクのバスステーションに到着した。

数人が下車するのを見ながら、此処がカザンラクと判らないま

ま席にとどまっていた。運転手が声をかけてくれる。乗るときに

紙に書いた Kazanlak を見せて確認しておいたのが良かった

のかもしれない。ちなみにのバスの最終目的地はクロモフグ

ラードというブルガリア南部の街で、あと４時間半ほどかかるら

しい。 

トリャブナ同様、宿

の予約はしないまま

街に来た。時刻が早いことに加え、街の規模が小さく、英

ガイドのおすすめ宿を、同ガイドの地図を参照しながら

廻っても大したことはなさそうだったから。 

バスステーションから北へ向かって１０分ほど歩くと、街の

中心部に出る。セフトポリス広場を囲むようにして、グランド

ホテル・カザンラク、ロザ、パラスなどの宿があるが、グランド

ホテルは大きすぎて好みではない。ロザは高そうだし、パラ

スは英ガイドによると面白味に欠ける。それよりも実物を確認

して泊まるならば、一泊２０Lv(１,０９８円)のハジ・エミノヴァ・ク

シュタがどの程度のものか見ておきたかった。 

広場の北側に、観光案内所がある。立派な構えを見て、

此処で市街平面図を入手したり、ハジ・エミノヴァ・クシュタ

の下調べなどできれば好都合と期待したのだが、生憎なこ

シプカ峠を過ぎたちょっと後には、バラの谷が遠望された。 

カザンラクのバスステーションに停車中の利用したバス。 
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とに昼休み中だった。 

広場からさらに１０分ほど行く。しかし地図に

表示されたところに宿はない。ちょうど目の前の

食堂から出てきた男三人のグループに訊く。彼

等も知らなかったが、親切な連中で、今でできた

食堂に戻り問い合わせてくれた。一本先の角を

右に曲がってさらに次のも右折したところらしい。 

しかし云われたところにも宿らしきものはない。

近所に土産物屋があったのでそこで再び質問。

店番のオバサンは英語がさっぱりだが、ガイド

ブックの Hadzhi Eminova Kashta を指すと、身

振りで、「閉まった」とか、「営業していない」などを

表現するようだ。 

仕方なくすぐそばにあるホテル・テレスを訪ねた。ところがフロントにいたオバサンはすげなく、

「満室だ。」の一言。シーズンオフでどこもガラガラとばかり思い込んでいたので、僅かながらも動揺

する。改めて英ガイドの地図を見て、一番近いコンプレックス・ヴェスタを次の目標にした。 

ホテル・テレスで懲りたのでまず携帯で電話してみるが、英ガイドの番号は間違いだった。公道

とは思えないようなところを歩かされ、多少手こずり何とか辿り着く。しかしフロントにいた年配の

（オーナー風）オバサンは英語を話さず、壁に掛けられた料金表で、シングルはなく、泊まれるのは

一泊７０Lv(３,８４４円)の（ダブルより少し高級な）アパートメントだけだみたいなことを云う。 

２０Lvの宿に泊まるつもりだったから、７０Lvは随分高いような気がした。オバサンの印象も何か

面白くなく、他を探そうと踵を返す。しかし表へ出たところで、歩みを止めて状況を再検討した。 

次に行くとすればセフトポリス広場のグランドホテルだが、英ガイドは良い評価を与えながらも、

「静けさを望むならば他所を探した方がよい。」とも書いている。大きなところが好みに合わないのは

既に述べた通りだし、行って必ず泊まれる保証もない。この宿のアパートメントが高いと行っても、

一泊朝食付き４千円弱は日本やヨーロッパの相場からすれば充分安い。 

Uターンしてともかく部屋を見せて貰った。最上階にあり、普通のダブルに見え、「何がアパート

メントか？」とも思ったが、静かだし北側に開けた景観は遠くにシプカ峠なども見える。二泊すること

にしてチェックインした。 

部屋に入って移動に関する緊張が解けると、急に空腹感が湧き上がった。時刻は既に２時半を

回っている。宿の名前にコンプレックスを冠しているのは、食堂や野外テラスと宿泊部の複合施設

を意味しているらしい。そんなことで出掛けにフロントで食事できるか訊いてみたが、シーズンオフ

休業中らしい。 

おそらく一番近場のコンプレックス・チフリカへ向かった。先ほどハジ・エミノヴァ・クシュタへの道

を教えてくれた連中が出てきた店だ。３時近かったせいか、５０人は楽には入れる店内に先客は二

人一組だけで、二人いたウェイトレスも手持ちぶさたそうにしている。 

コンプレックス・ヴェスタの外観。 
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英文併記お品書きから、サラダは”羊飼いの

サラダ（салата овчарка）”にする。レシピ欄

（材料だけ記載）にはトマト、胡瓜、タマネギ、ハム、

イエロー・チーズ、マッシュルーム、チーズ、卵、

パプリカと記され、量が４５０㌘は多いけれども何

とか食べられるものと思った。メインはサチ・チフリ

カにした。サチはヴェリコ・タルノヴォで賞味済み

のオーブン焼き肉（P.５６）で、好みの範疇

に入る。記されていた材料はチキン・フィレ、

タマネギ、マッシュルーム、ペッパー、ニン

ジン、ベーコンなど。ワインは相変わらず

値段で決める。メゼックのメルロー（赤）が 

１３.８Lv(７５８円)だ。このワインは同じもの

が日本の通販でも入手できるが、税込み

送料別で３,０４５円だった。 

ワイン、サラダそしてサチの全てに満足。

しかし量が多すぎるサラダは時間をかけて

完食したものの、サチの４００㌘は早い時

点で持ち帰りにする心積もりとなった。 

１時間ほどでミルクコーヒーを最後に昼

食を終える。持ち帰りの依頼は簡単に了

承され、発泡スチロールの二つ折り容器に

残ったサチを入れてくれた。勘定はワイン１本１３.８Lv(７５８円)、サラダ３.９Lv(２１４円)、サチ 

８.６Lv(４７２円)、パン３枚０.６Lv(３３円)、コーヒー１Lv(５５円)、ミ

ルク０.４Lv(２２円)。 

食堂を出て、半時間ほど街を散歩がてら見物した。英ガイ

ド地図に載っているインターネットカフェも探したけれど見付か

らない。ハジ・エミノヴァ・クシュタ然りで、２００８年の版だけれど、

情報が古くなっているのか、それとも元々取材が甘いのか、と

もかく英ガイドに過剰な期待を抱かない方が良さそうだ。 

帰りがけに食料品店を探し、意外に手間取った。何とか見

付けて、パン１３０㌘０.２２Lv(１２円)、インスタントスープ２０㌘ 

０.４４Lv(２４円)、クリームチーズ１００㌘１.１９Lv(６５円)、ミネラ

ルウォーター１.５㍑０.７２Lv(４０円)、ウォッカ（SAVOY）７００cc 

８.０９Lv(４４４円)、ミルク１㍑２.０４Lv(１１２円)など購入。 

 

上：街で見かけたローストチキンショップ。貼り紙によれば

一羽６.５Lv(３５７円)、腿２Lv(１１０円)らしい。 

下：持ち帰り容器に盛られたサチ。 

羊飼いのサラダ。 

サチ・チフリカ。 
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カザンラク逍遥 

明けて１５日も、高曇りの穏やか

な朝を迎えた。今までの宿と異なり、

此処の食堂は朝７時から利用できる。７時１８分に行ったとき

には既に先客一人が食事を終えようとしていた。ビュッフェの

品揃えも、これまでのところと比べれば圧倒的に多い。だから

といってそれほど皿に取りたいものもなく、ハム、ソーセージ、

チーズを二枚ずつと食パンをトースターで焼いた朝食となっ

た。飲み物はミルクコーヒーを注文。 

朝食後も部屋で安楽椅子に腰掛け、読書で時を過ごす。

９時近くなって出かけることにした。カザンラクの観光資源とし

て主たるものはバラ祭りとトラキア人の墳墓（コラム参照）だろう。

バラ祭りには世界中から莫大な観光客が押し寄せるらしい。 

この人数を概算にせよ調べようとして見付からなかったが､

その課程でギョッとするような記述を見た。「日本人観光客が

50%を超えるカザンラクのバラ祭り。＜中略＞バラ畑の中でバラ摘みをしている可愛いバラ摘み娘

たちと記念写真を撮ろうと、観光客が雪崩の様にバラ畑に入り込み、写真を取るのに必死でバラを

踏んだりバラを枝から折ったりとバラ祭りの後のバラ畑はチョット酷い有様になります。」とのことだ。

ブルガリアを再訪することはまずないけれど、仮にあったとしても､バラ祭りのカザンラクには絶対に

近付くべき場所ではないと思う。 

閑話休題。バラ祭りは6月の第一週末だし、そもそも１１月にバラは咲いていない。それではと、と

もかく最初に向かったのはトラキア人の墳墓だ。宿から徒歩５分のテュルベト公園内にある。しかしい

ざ遺跡の前まで行ってみると、月曜、火曜はお休みだった。 

昨日もお休みだったので、「食事の後、こちらへ立ち寄っ

ていれば良かった。」と後悔せずに済む。それに墳墓はそれ

ほど観たい対象ではない。 

近辺にクラタ民族博物館があるのでそちらへ向かう。しか

し英日どちらのガイドブックも地図が不完全だったため、意外

に手間取った。 

 

ベランダからの景観。１,４４１メートルのピークに建設されたブズ

ルジャ記念碑。直線距離にして約１３キロ離れているが、昨日バ

スですぐそばを通過した。 

トラキア人の墳墓 

カザンラク周辺にはトラキア人の墳墓が約１５０残って

いる。その中でも特に素晴らしいものが一つ、ユネスコの

世界遺産にも登録され、一般に公開されている。１９４４年

４月に防空壕を掘ろうとして、偶然発見されたそうだ。 

市街地の外れにある丘の上にあり、全体を石と粘土で

覆い、入り口から狭い通路が玄室に通じている。発見され

たときは、既に盗掘されて玄室には木箱に入った男女の

遺骨と、わずかな副葬品以外何も残っていなかったらし

い。しかし玄室のドームに描かれた素晴らしい壁画は、保

存状態も良かった。B.C.３、４世紀のヘレニズム様式で、

若くして死んだらしい男性と､殉死したその妻、従者や侍

女、馬に引かれた馬車などが描かれている。 

非常に貴重な遺跡のため､オリジナルを見るためには

許可申請と厳しい審査があるが、すぐそばにレプリカが造

られている。ていねいに造られたものであるが、こちらは簡

単に見物することが可能だ。 

民族博物館への石畳進入路。右手の白壁にキリル文字で

クラタ（Кулата）などが書かれていた。 

上：朝食堂のビュッフェ。 

下：泊まった部屋の様子。多少広めで、応接セットなどが置かれているものの、あまり高

級感はない。 
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犬を散歩させているオジサンに訊いたりして、ようやく辿り着いてみれば、こ

ちらも休館していた。ちなみに昨日昼飯を食べたチフリカのすぐ隣で、白壁に

大書された茶色の文字を、「なんだろう？」と思いながら眺めた記憶がある。キリ

ル文字さえ多少読めれば、何も手間取らなかったのだ。 

続けざまに二つ駄目だったが、博物館も本来好みではなかったので落胆も

せずに済んだ。英ガイド地図には聖イリアス教会の存在がマークされている。本

文に紹介がないから、由緒その他には欠けるところと思うが、一応見物によった。

すっきりした鐘楼の美しい教会だ。しかしドアは閉ざされていたし、仮に内部を

見ることができても、大したことはなさそうなのでそのまま退去した。 

カザンラクのオープンマーケットでパザールと呼ばれている市場は徒歩５分

ぐらいのところにあり（P.91地図参照）、これを見物に行く。元々市場を眺めるの

が好きなせいもあるけれど、英ガイドのコラムに煽られたこともあった。 

コラムによれば、市場は古い中央バルカンの慣習を活き活きと伝えているし、

ブルガリア人のみならず、トルコ人、ポマック（ブルガリアに住むスラブ系モスレ

ム）、ロマなどが集まり、持ち寄ったものを取引している。旅行者にすれば格好

の被写体が観られるし、言葉が通じなくても、市場の人間は気にしないで声をかけてくる。最後の

方には半ば戯画的に、「村の頑固なバアサンは、馬など持っていないあなたに、鞭と鞍を売りつけ

ようとするかもしれない。」などと書かれていた。 

この市は毎日開かれているが、火曜日と金曜日が特に賑わうらしい。火曜日のせいでトラキア

人の墳墓を見られなかった補償がされたようで内心苦笑いする。 

いざ市場に着いていみると、予想したほどの混雑ではなく、歩くのに人と接触しないように注意

する必要もない。並ん

でいる野菜などは、品

揃えとしては貧弱とい

えそうだが、瑞々しい

感じで美味そうだ。 

日 本 の ス ー パ ー

マーケットで見るような

キャベツや大根の半

割みたいな細分化した

売り方はなく、ネギの

一束や、ジャガイモ、タ

マネギの大袋などがド

ンと置いてある。 

日本人より大量に

消費するのは、レストラ

聖イリアス教会の鐘楼。 

上左:キャベツやネギなど。キャベツの値段札には０.３Lv(１６円)と書かれているが、１キロ当たりか、１箇

当たりなのか、ともかく安い。上右：オレンジ、ジャガイモ、タマネギなど。オレンジ１キロ２Lv(１１０円)、

ジャガイモ１キロ０.８Lv(４４円)、タマネギ１キロ１Lv(５５円)らしい。 

下左：鍛冶屋の出店だろうか。カウベルやカラビナ、火バサミ、斧など。下右：薪ストーブ。左上に小さく貼

られたラベルが値段ならば２３０Lv(１２,６３１円)。 
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ンでの盛具合から想定もできるが、その程度を遙かに超えた大束や

大袋だった。一家族の人数が多いのか、野菜などは大量に貯蔵す

るのが彼等のやり方なのか、良く判らない。 

商われているものはどれも安い。ブルガリアの一人当たりGDPは

日本の三分の一強だから、物価もそのぐらいに落ち着くと思う。しか

し野菜やタクシー料金はそれをだいぶ下回るようだ。 

野菜売場で目に着いたのが（単価を入れると料金を計算しレ

シートも印字できたりする）デジタル演算秤だ。屋台店には分不相

応にも感じられるが、ブルガリア人はキャッシュレジスターなども好む

傾向があるようで、その延長なのかもしれない。しかしその一方で昔

ながらのごつい分銅式天秤秤が健在なのは、何となくほっとする。 

野菜売場が商品の量、そして業者の数も多いが、その他に鍛冶

屋が出品しているのか、金物類主体の屋台や、薪ストーブが並ぶ

コーナーもある。ちなみにペチカと日本でいえば、建築構造に組み

込まれたロシア式暖房設備を思い浮かべるけれど、ブルガリアでペ

チカ（печка）は単にストーブを意味するらしい。 

市場内を行きつ戻りつして見物にも堪能し、観光案内所を訪ねた。

明日、行こうと思っているプロヴディフへの移動方法と、ローズオイル

（コラム参照）を入手できる店を教えて貰うためだ。 

案内所にいたのは４０代のオバサンで流暢な英語を話す。移動

方法は、１１時のバスが良さそうだ。乗り場は昨日ガブロヴォからのバ

スを降りたところで、これは下見せずとも済み好都合。ローズオイルの

話になると、彼女は案内所から表へ出て、セフトポリス広場の向こうを

指しながら、細かに説明してくれた。生憎こちらの英語耳に問題があ

り、せっかくの説明を理解できなかったものの、おおよその場所は判ったのでそれでよしとする。 

広場を越えて指差された辺りへ行ってみる。２階がホテルやショッピングセンターで、一階部分

には瀟洒な商店が軒を並べている。しばらくうろうろして、間口一間くらいの土産物屋に気付いた。

ガラスのドアを押し開けて中に入り、店主らしいオバサンに

ローズオイルがあるか訊いた。 

さすが地元の名産品で、陳列棚の一番良さそうな部分を

占めて、数種類が置かれている。 

一番小さいのが１ccで、紙箱を開けると木彫りの筒型ケー

スがあり、封印されている。この中にガラス容器が収められて

いるらしい。価格は一つ１８Lv(９８９円)で土産物として手頃な

値段だ。さらに嵩張らず、軽くて壊れる心配もないのが有り難

い。ともかく誰に配るかはさておいて、１０箇買い求めた。 

上はレシート発券機能着きデジタル秤。このような

タイプを使う屋台が多いが、下のような、思いっきり

アナログの屋台もある。 

栗も見かけた。南ヨーロッパでは街頭の焼き栗が

秋の風物詩的なものだが、生は初めて見た。割に

大粒で、値段は１キロ４.５Lv(２４７円)。 

ローズオイル 

バラの谷と呼ばれている、バルカン山脈とスレドナ・ゴ

ラ山脈に挟まれた地域ではバラの栽培が盛んだ。オスマ

ントルコ支配時代に、香料用のバラ、ダマスクローズの栽

培が始まった。このバラから抽出されるローズオイルは各

種香水などの原料として利用され、ブルガリア産は全世界

の６、７割に及ぶ。この谷の東端近くにあり、主要産地の

一つがカザンラクだ。 

バラの谷は午後に雨、翌朝は晴れ、朝夕の気温差が

大きいなどの天候と、酸性度が低く、水はけがよい土壌が

ダマスクローズ栽培に適しているらしい。 

５月末から６月上旬が花の収穫期で、日が高くなると

香りが飛んでしまうため、夜明けから作業を開始し、朝露

の残る花を手作業で摘み取る。この花を蒸留して得られる

のがローズオイルとローズウォーターだ。 

特にローズオイルは貴重で、３トンの花から得られるオ

イルがわずか１キロのみ。１２０箇の花からようやく１滴の

ローズオイルともいわれている。 
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クレジットカードを扱わないのは土産物屋らしくないが、大した金額ではないので

手持ち現金で充分間に合った。１００ccのローズウォーター一壜をおまけに付けてく

れる。ちなみに日本の通販サイトで調べたら、１ccローズオイル３,９９０円、１００ccロー

ズウォーター１,０５０円だった。 

買い物が済んだ時点で、店内を

ざっと見て廻る。ちょっとばかり探してい

るものがあった。ワインオープナーで日

本では見かけないタイプをこの国では

どこのレストランでも使っている（実際に

は日本の通販で、いくらでもあったが探

し方を知らなかった）。日本ではラギ

オール（仏）のソムリエナイフが高く評価

されているようだが、一度経験したとこ

ろ使いにくかった。 

こちらで見るオープナーは金属プレ

ス製の、かなり安手な印象を受けるが、

使用している様子はスムースだし、その

システムは合理的だ。ともかくこれまでに

金物屋、荒物屋の類を二軒ほど覗いて

みたが、見付けることができずにいた。 

この店の片隅で、ワイン持ち運びよ

うセットがショーケースの中にあった。

壜を入れる木箱に、グラス二つとオープナーが入っている。

ケースから出して貰い仔細に調べると、望んでいるものとは

違うが、金物屋で訊くときに最初から説明するよりこれの画像

があれば楽だ。頼み込んで撮影させて貰った。 

買い物を終えて、時刻は１１時半だった。食事には若干早

いから、先ほど観光案内所で入手した市街平面図も参考にし

ながら、街のまだ足を踏み入れていない方面を中心に散策を

続行した。 

街行く人は多く、その身なりはこざっぱりし

ているし、ショーウィンドウの商品は豊富なので、

これがEU圏内の最貧国とは思えない。しかし

行き交う車を縫って、薪を配達する荷馬車など

を見ると、経済的遅れの表象かと思う。見てい

る分には優雅にさえ感じられるのだけれど。 

撮影させて貰ったソムリエナイフ。 

横断歩道用信号は、待ち時間と

横断可能時間の両方が表示さ

れる。 

探していたタイ

プ（ダブルアク

ション）。 

この類の絵文字を日本で見かけることは

先ずないけれど、ブルガリアではしばしば、

以前クロアチアでも見かけた。 

そこでブルガリアの拳銃事情を調べよう

と、インターネットを検索したところ、ヴェリ

コ・タルノヴォにある銃砲店が見付かった。

ページを開いてビックリ、拳銃はもちろん、

地雷や手榴弾まで扱っている。 

地雷は強盗対策として庭にでも埋めるの

だろうか。それならば手榴弾は？ 

此処まで書いて、絵文字の意味を再考し

た。日本でカメラに×の絵文字なら、持ち込

み禁止ではなく、撮影禁止だ。同じロジック

でこれが発砲禁止ならば、この絵文字がな

いところではどうなる． ． ． ． 

上:酒のディスカウントショップらしい。ウォッカ（Alaska）の

１リットルが8.4Lvで、１１月３日にネセバルで買ったときは

11.22Lvだったから、２割５分引きということか。下：タバコの

値 段 調 査 。 マ ル ボ ロ が ５ Lv( ２ ７ ５ 円 ) で 、 日 本 で は

４ ４ ０ 円 な の で 、 個 人 GDP が ブ ル ガ リ ア は 日 本 の

３７％であることを考えれば割高だ。タバコ天国なのだから

割安かと思っていたが違うようだ。 

薪を配達する荷馬車。 
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散策で適当に時間が経ち、昼飯

のためにチフリカを再訪した。昨日

の今日だから、ウェイトレスもこちら

のことを覚えていて、笑顔にも親密

さが増す。 

お品書きは昨日と同じだから、大

して考えることもなく、レタスサラダ、

鶏のサチにし、ワインはメルロー

（赤）で１本９.６Lv(５２７円)のにした。 

レタスサラダは実体が良く判らな

いまま、ショプスカにも飽きてきたので試してみた。出されたのはお品

書きにも書かれていた、レタス、長ネギ、オリーブなどのミックスで、結

果的に不味くはないものの面白くもなかった。 

鶏のサチは好みにあった味わいだ。鶏肉と共に、ニンニク、タマネ

ギ、マッシュルーム、パプリカなどとソースを合わせ、オーブンで焼い

てある。特に鶏肉そのものがプリッとした肉質など、日本で味わえるも

のより美味いような気がした。しかし日常的にほとんど鶏肉は食べな

いし、ブロイラーなどと比較してはいけないのかもしれない。 

ワインもサチと相性が良かったようだ。ともかくワンコイン・ワインを

おいしく飲めるのは有り難いことだ。料理の量はいつものことながら私

には多過ぎた。しかしこの日は持ち帰らず完食を目指す。結局１時間

ちょっとかかったものの、全部を綺麗に平らげることができた。 

勘定はサラダ３.３Lv(１８１円)、サチ５.８Lv(３１９円)、ワイン９.６Lv(５２７円)。満腹でコーヒーはパ

スした。ぶらぶら歩いても１０分かからずに宿へ戻り、満腹とほろ酔い機嫌で気持ち良く一眠り。そ

の後は夕方まで読書で過ごす。 

４時になって次に向かう予定のプロヴディフで、泊まれればと思っている英ガイド特にお奨め宿

ルネサンスの予約をするべく、いつもの通りの段取りでフロントへ行った。フロントにいたのは都合の

良いことに英語を話すオバサンだ。ガイドブックを見せて予約を依頼する。此処でちょっとした勘違

いが発生した。ガイドブックの記号 を彼女はファックスのみと解釈し、「電話番号が書いて

ない。」という。 

老眼鏡を掛けていなかったため、この間違いに気付かず、

「それではインターネットで調べよう。」ということになった。彼女

は（多分）私用のノートPCを持っている。使われていない食堂へ

行って二人で検索を始めた。 

初めは彼女がブルガリア語で、それが上手く行かずに私が

英語で、などの紆余曲折はあったものの、それほど手間取らず

上左：チフリカのテーブルナイフ。ペラペラの刃で、柄は洗いざらしになっている。大衆食

堂らしくて良い。上右：鍋敷き替わりの皿。装飾が過剰なので裏返してみると（中左）つり

下げ用の孔が開けられていた。 

下左：グリーンサラダ。下右：鶏肉のサチ。 

ショッピングセンターの通路に置かれたコイン式マッサージ

チェア。利用者に遠慮があり、詳細は確認できなかった。 

チフリカの客席。大衆食堂的か。それでもテーブル

クロスには、ちゃんと布を使用している。珍しく禁煙

の食堂なので、テーブルに灰皿がないのも良い。 
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に当該ホテルのURLを見付けることができた。時間

の浪費だったかもしれないが、協力した結果として

番号調べができたことで、ちょっとした達成感を共

有することができ和気藹々の雰囲気になった。そ

の後の予約電話はなんの問題もなく終わる。 

５時を廻って、晩酌のツマミ用ドネルケバブを

買いに出かける。セフトポリス広場に面して、持ち

帰りドネルの店があり、数回前を通過して、その

度に食べたい気持ちが強くなっていた。熱々のものを

一個３Lv(１６５円)で入手。 

宿にはかなりの人数が泊まっているらしいのに、屋

内外共にひたすら静かだった。いつもの通り早々晩酌

を終え、就寝する。夜中にトイレへ行こうとして肌寒く感

じた。エアコンから吹き出す温風を計ってみると３５℃あ

る。温度の問題ではなくパワーというか量の問題らしい。

なぜかブルガリアの暖房は能力不足だ。 

 

トラキア人の墳墓 

１６日は巻層雲（おぼろ雲）がたなびく穏やかな朝

だった。朝食を終え、散歩がてらバス情報収集に、バス

ステーションへ行った。１１時発を確認できたものの、乗り

場が判らない。インフォメーションで英語は全く通じない

が、メモ用紙にキリル文字で記したものを渡してくれる。 

宿への帰り道に観光案内所があるので、メモ用紙を

読んで貰う。乗り場番号と料金だった。ついでに、「トラ

キア人の墳墓が、月、火とお休みで、今日も１０時オー

プンのため見ることなしにカザンラクを去らなければなら

ない。」ことを愚痴ともなく話した。ところがオバサンは 

９時からオープンだと云う。英ガイド情報を信じていたが、

もちろん案内所情報の方が正しいだろう。 

時刻は既に９時を廻っているのでそれほど時間に余

裕はない。トラキア人墳墓博物館へ直接向かった。こん

な時にカザンラクが小さい範囲にまとまっていることは

有り難い。１０分足らずで辿り着くことができた。 

入り口を入ると薄暗いロビー風のところに、左手は写

真などの展示、右手にカウンター、正面にレプリカへの

晩酌のツマミにしたドネルケバブ。 

宿の階段は一段ごとに高さが異なる。意外に昇降しにくいものだ

が、なぜそうなっているのだろう？ 

宿のシャワーは床部分に仕切りこそあるものの、カーテンはなく使

用すると広い範囲に水滴が飛び散る。 

トラキア人墳墓博物館入り口。 



－100－ 

通路がある。カウンター

にはオバサンが二 人 い

て、 此 処 で 入 場 券 ２Lv 

(１１０円)を買った。イラッ

シャイマセと云いながら券

を渡してくれる。 

狭い通路を抜けて玄

室に入った。オリジナルが

発見されたとき、既に副葬

品はほとんどが失われて

いたことに加え、狭い玄室

なので床には何も置かれ

ていなかった。 

見上げる天井ドームの

壁画が素晴らしい。本物を見ていないので比較評価もできないものの、かなり丁寧に複製作業を

行ったものと思う。取り敢えずカメラを床に置き、自分自身が映り込まないように、リモコンでシャッ

ターを切る。モニターで撮影結果を見て微調整しながら合計６枚撮影。 

墓場らしく静謐に包まれた場の雰囲気は良かったが、所詮は死者が安らぐところで、生きている

人間が寛ぐところではない。１０分足らずで玄室から出た。 

先ほどのオバサンが、日本語で話しかけてくる。単語が出て来るだけだが、それにしても珍しい

と思い、どこで学んだか訊いてみた。「此処だ。」という。種明かししてくれたところによると、墳墓を

訪れる日本人団体は多く、その場合は通常ブルガリア人ガイドも同行しているので、この連中に教

わったのだそうだ。 

トラキア人墳墓博物館を後にして、宿へ戻った。まとめて置いた荷物を持ってフロントへ。料金

は部屋代にプラスアルファがあり、二泊で１４１.５Lv(７,７７１円)だった。表へ出て時計を見ると１０時

ちょっと廻っていて、バスは１１時発だから充分の余裕だ。 

 

１０．プロヴディフ(Пловдив) 

マイクロバス 

バスステーションに着き、先ほど観光案

内所で教えられた２番乗り場へ行く。まだ

早過ぎるから他に待っている人はいない。 

次第に待つ人が増え定刻５分前にマイ

クロバスが１０メートルほど向こうに停車した。

周りにいた人々が素早く動き出し乗り込ん

でゆく。待っていた順番はどうでも良いの

 

玄室への通路。これもオリジナルを

複製している。 

天井ドームの壁画。 

マイクロバスの車内。 


